保険 監督 者 国際 機構 (1I AIS) 
I 沿革 


保険 監督 者 国際 機構 (I AI S : International Association of Insurance 
SuperVisors) は 、 1994 年 に 設立 され 、 世界 の 各国 ・ 地 域 の 保険 監督 当局 等 の 約 200 機 
関 (メン バー) で 構成 され て お り 、 日 本 は 、1998 年 より メン バー と し て 参加 し て いる 。 

I AI S は 、① 効 果 的 か つ 国際 的 に 整合 的 な 保険 監督 の 促進 に よる 、 保 険 契 約 者 の 
利益 及び 保護 に 資す る 公正 で 安全 か つ 安 定 的 な 保険 市 場 の 発展 と 維持 、 ② 国 際 的 な 人 金 
融 安定 化 へ の 貢献 を 目的 と し て いる 。 事務 局 は スイ ス ・ バ ー ゼ ル の 国際 決済 銀行 (B 
I S) 内 に ある 。 


I 組織 


I ATIS は 、 総 会 、 執 行 委員 会 、 そ の 他 委 員 会 (予算 委員 会 、 監 査 リス ク 委 員 会 、 
政策 企画 委員 会 、 マ クロ ブル ー デ ンス 委員 会 及び 実施 評価 委員 会 ) 、 小 委 員 会 及び 事務 
局 等 か ら 構 成 さ れる 。 

保険 監督 者 国際 機構 (IAIS) の 委員 会 構造 
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新た な 監督 原則 、 基 準 、 指 針 等 の 採択 を は じ め と し た 、 主 要 な 決定 を 行う 最高 意 
思 決 定 機関 で あり 、 地域 構成 の バラ ンス を 考慮 し た 32 の 国 ・ 地 域 (北米 : 7、 西欧 : 
7、 ア ジア : 7 、 オ セア ニア : 1、 ラ テン アメ リカ : 2、 ア フリ カ 南 部 : 2、 北 ア 
フリ カ ・ 中 東 : 2、 中 東欧 : 2、 オ フシ ョ ア : 2) の メン バー か ら 構 成 さ れ て いる 。 
現在 の 議長 は 、 英国 健全 性 監督 機構 (P RA) の サポ ル タ 理 事 で あり 、 副 議長 は 、 
当 庁 の 飛 弾 国際 政策 管理 官 、 米 国 全米 保険 監督 官 協会 (N A I C) の アル トマ イヤ 
ーー 会 長 、 南 アフ リカ 中 央 銀行 の ボ ゲ ル サ ン 監 督 局長 の 3 名 が 務め て いる 。 


3. 政策 企画 委員 会 


執行 委員 会 の 下 、 監 督 基準 の 策定 等 を 所 掌 し て いる 。 政策 企 画 委員 会 の 下 に は 、 
ソル ベン シー、 破 綻 処 理 、 会 計 ・ 監 査 、 ガ バナ ンス な ど 個 別 分 野 ご と に 作業 部 会 が 
設置 され て お り 、 保険 基本 原則 (I CP : Insurance Core Principles) 及び 国際 的 
に 活動 する 保険 グル ー プ (IAIGs) の 監督 の た め の 共 通 枠組 み (ComFra 
me : Common Framework for the Supervision of Internationally Active 
Insurance Groups) の 策定 な ど を 担当 し て いる 。 


4. マク ロ プ ルー デン ス 委 員 会 


執行 委員 会 の 下 、 シ ステ ミッ ク ・ リ スク へ の 対応 に 関す る 業務 を 所 掌 し て いる 。 

マク ロ プ ルー デン ス 委 員 会 の 下 に は 、 マ クロ プル ー デ ンス 監督 作業 部 会 及び マク ロ 
プル ー デ ンス モニ タリ ング 作業 部 会 が 設け られ て お り 、 関 連 す る ICP 及び Com 
Frame の 策定 や 、 保 険 セ クタ ー に お ける シス テ ミ ッ ク ・ リ スク の た め の 包 括 的 
枠組 み の 実 施 、 グ ロー バル な 保険 市 場 の 動向 に 関す る 報告 書 の 作成 な ど を 担当 し て 
いる 。 


5. 実施 評価 委員 会 


各国 に お ける 監督 基準 の 実施 状況 の 評価 や 、 ク ロス ボー ダー の 情報 交換 に 関す る 
作業 部 会 等 が 設置 され て いる 。 


中 主 な 議論 


1. 国際 的 に 活動 する 保険 グル ー プ (IAIGs) の 監督 の た め の 共 通 枠組 み (C 


omFrame) 


I A IS は 、 金融 危機 を 踏ま えた 対応 と し て 、 2010 年 より ComFr ame の 開 
発 に 着手 し 、 数 次 の 市 中 協議 を 経て 、I CDP に ComF r ame を 統合 し た うえ で 、 
2019 年 11 月 の 年 次 総会 で C omF r ame 及び 改定 され た I CP を 採択 し た 。 


(※) IAIGs を 選定 する ベン チマ ー ク と し て 、「3 つ 以上 の 法 域 に お いて 保険 
料 収入 が あり 、 か つ 、 海外 保険 料 収入 比率 が 10% 以 上 で ある こと を 前 提 に 、 
総 資産 500 億 ドル 以上 、 ま た は 、 保 険 料 収入 100 億 ドル 以上 の 規模 を 有する 
保険 グル ー プ 」 と いう 基準 が 示さ れ て いる 。 ! A IGs の 選定 ・ 公 表 は 、 各 
当局 の 裁量 に 委ね られ て いる 。 


2. IAIGs に 適用 され る 国際 資本 基準 (1 CS : Insurance Capital Standard) 
の 検討 


I A I S は 、2013 年 より I AIGs に 適用 され る 1I CS の 開発 に 着手 し 、2017 年 
7 月 に 拡大 フィ ー ル ド テ スト の た め の 国 際 資 本 基準 (I CS Version 1.0) を 公表 
し 、 2018 年 7 月 に I CS Version 2.0 に 関す る 市 中 協議 文書 を 公表 し た うえ 、 2019 
年 11 月 に モニ タリ ング 期間 の た め の 1 CS Version 2.0 に 合意 し た 。 1I CS 
Version 2.0 は 、 2020 年 か ら 2024 年 まで の ら 5 年 間 の モニ タリ ング 期間 を 経た 後 、 規 
制 資 本 と し て 実施 され る こと と な っ て いる 。 

また 、I A I S は 、 2024 年 まで に 、 米国 等 の 開発 する 合算 手法 の I CS と の 比較 
可能 性 を 評価 する こと と し て いる 。 I A I S は 、 合 算 手 法 の 比較 可能 性 の 定義 及び 
ハイ レベル 原則 の 市 中 協議 文書 を 2020 年 11 月 に 公表 し た の ち 、 2021 年 5 月 に 同定 
義 及 び ハ イレ ベル 原則 を 最終 化し た 。 


3. シス テ ミ ッ ク ・ リ スク へ の 対応 


金融 規制 理事 会 (FSB) は 、2013 年 より 2016 年 まで 毎年 、 1 A I S の 開発 し 
た グロ ー バ ル な シス テム 上 重要 な 保険 会 社 (G 一 S I Is) の 選定 手法 に 基づき 、 
GーS 1 I s の リス ト を 公表 し て きた (これ まで 日 本 社 が リス ト に 含ま れ た こと は 
な い ) 。 一 方 、! A 1 S は 、 保険 セク ター に お ける シス テ ミ ッ ク ・ リ スク の 評価 枠組 
み の 見 直し に 着手 し 、2017 年 12 月 に は 市 中 協議 文書 「 シ ステ ミッ ク ・ リ スク に 対 
する 活動 ベー ス の アプ ロー チ 」 を 公表 し 、2018 年 11 月 に は 市 中 協議 文書 「 保 険 セ 
クタ ー に お ける シス テ ミ ッ ク ・ リ スク の た め の 包 括 的 枠組 み 」 を 公表 し た の ち 、2019 
年 11 月 の 年 次 総会 で 同 枠組 み を 最終 化し た 。 


参考 : アジ ア 保険 監督 者 フォ ー ラ ム (AF 1 R : Asian Forum of Insurance Regulators) 


AF I R は 、 ア ジア を 中 心 と する 保険 監督 当局 の 間 の 保険 監督 上 の 相互 理解 及び 連携 
強化 を 目的 と し て 2005 年 に 発足 し た 。 金融 庁 は 、A F I R の 発足 以来 参画 し て お り 、 近 
年 で は 2019 年 5 月 の 年 次 総会 ( 於 マカ オ ) 、2020 年 7 月 の 年 次 総会 (オン ライ ン 会 合 
に それ ぞ れ 当 庁 か ら 国 際 政 策 管 理 官 が 参加 し 、 他 国 当局 と 定期 的 な 意見 交換 を 行っ て い 
る 。 


4. その 他 
(サス テ ナ ブ ルフ ァ イ ナ ンス ) 


I A IS は 、2017 年 より 、 持続 可能 な 保険 フォ ー ラ ム (S 1 F) と 連携 し て 、 保 
険 会 社 の 業務 の 持続 可能 性 に 関す る 課題 と 機会 に つい て 議論 を 行っ て いる 。 2018 年 
7 月 に は 、「 保 険 セ クタ ー に お ける 気候 変動 リス ク に 関す る イシ ュー ペー バー」、2020 
年 2 月 に は 、「TCFD 提 言 実 施 に 関す る イシ ュー ペー バー」 を 公表 。2020 年 10 月 、 
保険 監督 当局 が 、 気 候 関連 リス ク を 監督 枯 組 み に ど の よう に 組み 入れ て いる か に つ 
いて 市 中 協議 文書 「 保 険 セ クタ ー に お ける 気候 関連 リス ク 監 督 に 係る アプ リ ケ ー シ 
ョ ン ペ ー パ バー」 を 公表 し た の ち 、2021 年 5 月 に 最終 化し た 。 また 、2021 年 3 月 より 、 
SIF と と も に 、 生 物 多 様 性 を 含む 自然 関連 リス ク に 関す る 作業 を 開始 し て いる 。 


